
広島市立江波小学校

１　校　訓 ２　学校教育目標 ３　目指す子ども像 ４　学校経営方針

５　現状と課題

６　目標
〔評価指標〕

担当

総
務
部

○ 教育活動への理解と啓
発を促進する。
（教育実践の公開）

○ホームページの更新を月２回以上行っている学年の割合９０％以上
○保護者アンケートの肯定的評価が８０％以上

○保護者との連携を密にするために，学校だよりや学年だよりなどによる情報発信を積極的に行う。
○学校で児童の様子や，学年の取組を伝えるために，ホームページの更新を各学年毎月２回以上行う。

○業務改善を進め，全教
職員の年間月平均の勤務
時間外の在校時間を４５時
間以下にする。

○時間外勤務の時間数
　・時間外勤務が１ヶ月平均４５時間以下の教職員の割合が１００％
　・連続した３ヶ月平均で時間外勤務が８０時間超の教職員の割合が０％

○定時退校日を確実に実施するために，定時退校日であることを行事予定表に明記し、見通しを持った業務を行う。
○教職員の1日の在校時間を11時間以内とするために，各会議で，部長、学年主任等が定期的に進行管理を行う。
○学校全体の業務について，整理・見直しを行い，業務の効率化を図るために，衛生推進委員会を兼ねた運営委員会で教職
員の勤務実態や取組状況等を情報交換する。

保
体
部

○体育学習の指導方法を改
善し，運動量の確保をするとと
もに，外遊びを奨励し，体を
動かすことの好きな児童を育
てる。

○体育科の授業に関する児童・教員アンケートの結果（年２回実施）
　・児童アンケートで「体を動かすことが好きだ」と答えた児童の割合が８０％以上
　・教員アンケートで「体育学習で，30分程度の運動量を確保するための場の設定の工夫を行った」教員の割合が９０％以上

〇運動量を確保できるような場の設定を行うために，体育学習の研修を実施し，授業で副読本等を活用する。
〇体を動かす機会を増やすために，各クラスが週に一度「外遊びの日」を設定し，実践する。
〇体を動かす機会を増やすために，大休憩・昼休憩には外で遊ぶよう，児童に声掛けを行う。

○食育，健康，安全につい
ての健康教育を充実させ，
実践化を図る。

○主食・副食の平均残食率
　・主食・副食の平均残食率を1.5％未満にする
○食育に関する教員アンケートの結果（年２回実施）
　・教員アンケートで「食育に関する指導を週１回以上行った」教員の割合が８０％以上

〇給食のマナーの定着や食に対する自己管理能力を高めるために，食育だよりを配付する。
〇残さず食べる意欲を高めるために，残食量を給食放送で知らせる。
〇食に関心をもたせるために，学級で食に関する指導を週１回，栄養教諭による食育指導を各学年，年１回ずつ実施する。
〇給食により一層興味をもたせるために，６年生児童が考えた献立を学校給食に取り入れる。

生
活
部

○躾の三か条の徹底した
実践を行い，「挨拶」，「返
事」，「靴揃え」がきちんとで
きる児童を育てる。

○挨拶に関する児童・教員アンケートの結果（年２回実施）
　・児童アンケートで「相手の目を見て挨拶している」と回答した児童の割合が８０％以上
　・教員アンケートで「月２回以上挨拶についての指導を行った」教員の割合が９０％以上

○躾の三か条を定着させるために，月別生活目標と躾の三か条の重点指導月を設定し，チェック表により月の半ばと月末に意欲の強化・
評価を行う。
○あいさつを定着させるために，児童によるあいさつ運動（児童会・生活委員会・各学年）の取組を，それぞれ年一回ずつ行う。
○あいさつを定着させるために，教員・児童による「あいさつの木」の取組を年３回行う。

○児童理解に努め，「一人
ひとりを大切にし，寄り添
い，伸ばす教育」を推進
し，「いじめ見逃し０」に積
極的に取り組む。

○いじめに関する児童・教員アンケートの結果（年２回実施）
　・児童アンケートで「困ったときに相談できる相手がいる」と回答した児童の割合が８０％以上
　・教員アンケートで「アンケートを実施し，個人面談を全員に行った」割合が１００％

○児童の情報共有・実態把握を行うために，週１回の学年会や月１回のいじめ防止委員会を開催する。
○いじめを把握するために，いじめアンケートを年２回実施する。
○児童をより理解するために，教員による個人面談を年２回実施する。

教
務
部

○すべての児童が参加で
きる授業づくりについて研
究・実践し，一人一人に応
じた学力を身に付ける。

○授業に関する児童・教員アンケートの結果（年２回実施）
　・児童アンケートで「学習に意欲的に参加することができた」と回答した児童の割合が８０％以上
　・教員アンケートで「授業の中で指導方法を工夫した」教員の割合が１００％

○全ての児童が授業に参加できるようにするために，インクルーシブ教育システムの６観点を参考にして，指導方法を工夫しな
がら授業に取り組む。
○授業の中で指導方法の工夫を行うため，教職員研修を実施する。

○コミュニティ・スクールの
仕組みを活用し，地域教材
を活用した，生活科及び総
合的な学習の時間の単元
を開発し，実践する。

○学習規律に関する児童・教員アンケートの結果（年２回実施）
　・児童アンケートで「４月と比べて『江波を知る』ことができた。」「４月と比べて『江波を考える』ことができた。」と回
答した児童の割合が９０％以上
　・教員アンケートで「当該学年の生活科及び総合的な学習の時間の単元開発を行い，１００％完成した。」と回答
した教員の割合が９０％以上

○目標を実現するのにふさわしい探究活動にするために，学年及びブロック会で吟味しながら実施する。
○児童の実態に合う単元にするために，柔軟かつ弾力的に見直していく。
○コミュニティ・スクールの仕組みを活用し，系統性のある単元計画を完成するために，年度末に年間指導計画を整理し，検証
する。

【学力の向上】
○総合的な学習の時間のカリキュラムについては，教材化できそうな地域の教材をカリキュラムに盛り込みながら，指導計画を練ることができた。今年度は，各学年の指導計画の見直しや改善に取り組み，学校全体として系統性のある取組を進めていきたい。
【豊かな心の育成】
○躾の三か条の徹底した実践を行い，「挨拶」，「返事」，「靴揃え」がきちんとできる児童を育てるための取組を継続してきた。あいさつに対する意識を高める取組を続け、一定の成果を挙げることができた。今年度も，躾の三か条の徹底に向けて引き続いて取り組んでいく。
【健康の保持と体力の向上】
○体育科の副読本を活用し，学習カードや振り返りカードとして活用することができた。また，指導書には安全面の配慮，場の工夫，つまずきと指導のポイント，苦手な児童への言葉掛けの例などが記載されており，参考にしながら学習を進めることができた。コロナ禍において，制限のある中で学習を進
めることになったが，副読本や指導書を参考にしながら，達成感を味わわせるための学習の場を設定することができた。しかし，基礎体力が低いため，めあてを達成できない場面もみられる。体育科の授業だけでなく，休憩時間の外遊びを奨励して，体力の向上を図ったり，教職員研修等で情報を共有し
ながら体育学習の研修を深めたい。
【信頼される開かれた学校】
○コロナ禍の中でも，できる限り子どもの様子を伝えられるよう、参観を工夫したりホームページで知らせたりすることに取り組んできた。また，学校運営協議会や学校地域連絡会などを行い情報共有することで，連絡を素早く取り合える関係を作ってきた。今後は学校運営協議会での意見交流を充実さ
せ，さらに密な関係作りを行うと共に，学校からも情報を発信して，開かれた学校づくりに取り組んでいきたい。

〔中期経営重点目標〕

○基礎的な学力や生活習慣（躾の三か条）を身に付け，自ら考え，正しく判断し，主体的に取り組む子どもの育成。
○命を大切にし，思いやりのある心をもって，心豊かに，生活を創造する子どもの育成。
○自分の体力や運動能力を自覚し，進んで健康の保持増進に努める子どもの育成。
○保護者や地域の願いを大切にし，地域とともに信頼される，開かれた学校づくりを行う。

○全ての児童が参加できるよう指導方法を工夫しながら授業改善に努め，児童アンケート「授業がわかるようになった」という質問に対して，肯定的な回答
をする児童の割合が８０％以上いる。
○児童理解に努め，個を生かす教育活動を推進し，児童アンケート「困ったときは相談できる人がいる」という質問に対して，肯定的な回答をする児童の割
合が90％以上いる。
○体育学習の授業改善を図り，児童アンケート「体育の授業が好きになった」という質問に対して，肯定的な回答をする児童の割合が90％以上いる。
○業務改善を進め，全教職員の年間月平均の勤務時間外の在校時間を４５時間以下にする。

短期経営重点目標 評価指標 具体的な方策

令和５年度　学校経営重点計画
令和5年4月28日

「強く　正しく　明るく」
夢や志をもち，ともに未来を切り拓く

江波っ子の育成
現在を大切にし　夢に向かう子ども

＜学校像＞美しく，生き生きと，明るく楽しい学校
【美】　美しく整えられた学校
【礼】　生き生きと活動する学校
【明】　明るく楽しい学校
＜教師像＞児童，保護者，地域に寄り添い　創造的な教育活動を実現する教職員
【美】　環境を美しく整えることに励む。
【礼】　人間尊重の言葉遣い，姿勢，振る舞いを体現する。
【明】　教える内容を深く知り，人，地域，未来に明るい人を目指す。


